
　さわやかな春とみのりの秋を待ち遠しく思う期間ばかりが長く，春秋が到来するとあっ
という間に過ぎてしまう，それが日本の春夏秋冬です．待ち遠しい秋がやってきました．
　最近，病院では（医療費の削減のため）早期退院が当たり前になり，明らかに在宅に力
点が移りました．一方，在宅では高齢者の独居世帯，夫婦二人暮らしが増え，要介護にな
ると在宅で暮らすことが難しくなっています．これらの明らかに相反する二つの現象は，
その狭間にある「退院」という場所で右往左往しています．その解決策となるキーワード
が「連携」ですが，根本的な問題は残ります．そもそも，自宅で暮らせなくなる人は確か
に存在し，圧倒的に行き場が足りなくなっているのです．
　今回の特集テーマは「在宅理学療法の可能性を考える」です．前述したように理学療法
の拠点は病院から在宅に大きく緩やかに移行し，在宅での可能性が広がり，理学療法士に
とってはチャンスとも言える大切な時期かもしれません．そこで，あらためて地域理学療
法について再考することにしました．特集のはじめにお書きいただいた平原佐斗司先生は，
筆者が在宅総合ケアセンターの開設準備に就いていたころ，当院で在宅終末期の講習会に
お招きした先生で，静かな口調で終末期の考え方をわかりやすく話してくださった方です．
現在，在宅診療の最前線で，診療に加え講演，執筆などでご活躍されています．平原論文
は，医師という枠を超え，私たちが在宅でどう考えていけばよいかを紐解くものです．全
文を読み，在宅という職場の魂を感じていただければと思います．相島論文は，脳血管疾
患について病院での経験ばかりでなく，さまざまな研究からの根拠ある理学療法について，
在宅初心者が戸惑わないよう解説されています．治らない患者でも悪化を防ぐための理学
療法の必要性は在宅理学療法の可能性そのものです．また，竹村論文では，本邦ではまだ
まだ不足し，大いなる可能性を秘めた分野である在宅での呼吸器・心大血管疾患理学療法
について，わかりやすくまとめていただきました．藤本論文では，理学療法士が得意とす
る運動器疾患の在宅理学療法について，治療とは異なった視点から解説いただきました．
すべての論文に共通するのは，医療から在宅へのシームレスな連携です．将来，医療から
在宅へのシフトが進めば，現在医療で行っていた治療を在宅で行うことも視野に入れてい
かなければなりません．可能性は広がるばかりです．
　座談会の収録日は，全国でご活躍されている先生方に遠方からお集まりいただき，本当
に有意義なお話ができ，久しぶりに嬉しく，楽しい気分で帰路につきました．ぜひ読んで
いただき，これからの在宅理学療法の可能性について一緒に考えていただきたいと思います．
 （金谷さとみ）
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